
１

ウォーミングアップ　8時55分まで
２ 　福井県立武道館 　福井市三ツ屋町8-1-1

３ 　福井市　・　（公社）福井市スポーツ協会

４

５

６
福井市内及び福井市近隣の剣道教室（少年団・道場）に在籍する小学生であること。
参加団体は、審判員２名以上及び補助員２名の派遣をお願いします。
※　審判員は、３段以上の方をお願いします。
※　補助員は、専任でお願いします。（途中で交代できません）
※　審判員、補助員には日当を支給します。
※　開始式終了後、審判員は監督審判会議、補助員は説明会を行うので本部関前にお集ま

りください。

７

８

① １剣道教室（少年団）１チーム、（５名編成とする。）選手５名、補員２名編成とする。
② チーム編成は先鋒から低学年順とする。
③

④

９
…

…

１０

①　

②　
③

④

（３）

剣道教室（少年団・道場）対抗

個人試合

④４年生の部　　　　⑤３年生の部　　　　⑥１・２年生の部

１・２年生の部のみ、一回延長戦を行い、それでも勝敗が決しない場合は　「判
定」(※)にて勝敗を決定する。

個人試合にあっては、勝敗が決しない場合には延長戦を行う。

チームに欠員が生じる場合、選手の配置は次の通りとする。３人出場の場合は
　次鋒と副将を欠員の位置とし、４人出場の場合は次鋒を欠員の位置とする。

①６年生男子の部　②５年生男子の部　③５，６年生女子の部

団体試合

試合時間は、団体試合・個人試合とも、２分３本勝負とする。

（１）
（２）

主管

（２）

（２）

後援

団体試合（１）

個人試合

補欠の起用について

（２）

競技種目
（１）

日時

会場

主催

（４）

試合及び審判規則

個人試合
各部門の合計人数が、１団体１５名以内とする。

試合は全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則・同細則」および「剣道試合・審判・
運営要領の手引の改訂」ならび、「本大会の申し合わせ事項」に準じて行う。

（１）

延長戦は、２分ごとに時間を区切って勝敗が決するまで行い、延長２回で一呼
吸、さらに延長２回で３分間の給水時間をとることとする。

試合時間内に勝敗の決しない場合には

第４９回福井地区少年剣道錬成大会実施要項

　令和７年１０月１３日（月祝）

参加規定

8時30分開館　　9時00分開会

団体試合

本部席にて、選手変更の受付を行います。（２）

（１）

　福井市剣道連盟

　福井新聞社

（補欠の起用は自由とするが）補員の起用は登録された２名とする。　　　　　
　　ただし、全体の組み替え及び退いた選手の再出場は認めない。

選手編成

団体試合においては、引き分けとする。但し、団体の総勝者数・総取得本数が
いずれも同数の場合は、任意の選手（補員は出場できない）により代表者戦を
行う。どちらか一方もしくは双方が、大将の場合は２分間のインターバルを取る
ものとする。時間は２分１本勝負とし、時間内に勝敗が決しない場合は時間を
区切って勝敗が決するまで延長戦を行う。

出場予定選手が当日欠場の場合、同チーム内で同学年の選手のみ
欠場の所に補欠として出場することが出来るものとする。
本部席にて、選手変更の受付を行ます。

試合はトーナメント方式とし、個人戦の組合せは主管者で行い、団体戦の組合せ
は、当日会場にて抽選を行い、組合せを決定する。



1

2

１１ オ－ダ－表の提出

１２

下足は、各教室において下足袋をご準備いただき、観覧席等で管理お願いします。

１３ 申込方法

申込先・お問い合わせ

受領しましたら、ご連絡を入れさせていただきます。連絡がない場合にはご一報願います。
お申込みは、上記のメ－ルアドレスまでお願いします。

（３）

（２）

マスク着用について、館内は個人の判断とします。審判時はマスクを外し、審判控
席では着用が望ましい。選手は、面マスク及びシールドどちらかの着用とします。

令和７年９月２５日（木）　　必着

bigya540@gmail.com

（４）

申込用紙

（６）

（１） 申込期日

（８）

個人情報、肖像権の取り扱いについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
　参加申し込み書に記載された個人情報、競技結果、大会中撮影された写真が大
会プログラム、競技会場内外の掲示板等、福井市剣道連盟ホームページに記載さ
れる場合があります。その他新聞、雑誌、テレビ局等の報道機関により掲載、放映
されることもあります。これらの個人情報、競技結果、肖像権については参加申込
書の提出により承諾を得たものとし、上記以外の私用目的で利用しません。都合
により承諾が難しい場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

送付先　　　　

大会時の負傷又は疾病に対しては、主催者において応急処置は行いますが、そ
れ以外の責任は負いません。「スポ－ツ安全保険」に未加入の教室等は、必ず加
入の上、参加してください。

福井市剣道連盟　　　川村　信也
（３）

（７）

技能の優劣は、有効打突に近い打突を優位とする。

試合態度の良否は、姿勢および動作において優っている者を優位とする。

（全日本剣道連盟　剣道試合・審判規則、同細則　／　～第7条細則第9条より～）

プログラムは大会開催前までに団体代表者にデータにてお送りしますので、各団
体でご準備ください。

（２）

（１）

(※)基準は次のとおりとする。

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　　

所定の用紙(別紙)にて、お申込ください　（Excel形式）

武道館に入館できる人数は制限しません。観覧席は各団体で使用して下さい。　　
　剣道大道場（試合場）への入場は、安全面から以下の制限を行います。
　・団体戦／　１団体５名＋付添６名（最大１１名） 
　・個人戦／　選手１名に対し付添い２名 
　　　※　審判、補助員は上記の数には含まない。
　　　※　試合場間のフロアには立ち入らない。

（５） ウォーミングアップは８時５５分までとし、登録選手、引率者のみで行うこと。

（４）

その他

大会開催の可否については、大会約1週間前の１０月５日(日)に判断し、決定次第
各団体に連絡します。

オ－ダ－表は、各チ－ムにてご用意ください。

規格はＡ４判の用紙三つ折り２枚貼り付けたものに、左からチ－ム名・先

鋒～大将の順に記入し、当日、受付に提出してください。


